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妻
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日
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満
ち
足
り
し
思
い
春
め
き
に

け
り
」／
神
谷
つ
く
し（
安
城
西
中
）

「
雨
が
や
み
駅
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３
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、
１
万
４
０

３
２
編
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す（
敬

称
略
）。

月

日
掌
午
後
１
時
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２５

か
ら
文
化
セ
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ー
で
開
催
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る

発
表
大
会
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表
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す
。
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／
小
・
中
学

生
の
部
）

●
安
城
市
長
賞

深
谷
久
子（
相

生
町
）「
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棚
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■問
▼
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
緯〈

〉６
８
５
３
）

７７
安
城
文
化
協
会

（
緯〈

〉６
０
６
６
）

７４

安城ギタークラブが、結成３０周年を記念してクラシックギターによるアンサンブルをお届けします。
総勢１７人の５０～７０代のシニア世代が、日ごろから楽しむことをモットーに練習に励んでいます。
ぜひ気軽にご来場ください。

日 時 １１月１８日掌午後１時３０分（午後１時開場）
会 場 アンフォーレ
構 成 １部 クラシックステージ

２部 ポピュラーステージ
３部 ラテンステージ
４部 グランドフィナーレ

定 員 ２００人（当日先着順、入退場自由）
問合せ 安城ギタークラブ（木内）（緯〈７５〉５０３３）

市民ギャラリー（緯〈７７〉６８５３）

地
域
の
道
路
・
水
路
に
つ
い
て

困
っ
た
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
が

あ
れ
ば
、
町
内
会
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
公
共
性
が
あ
る
も
の
は
町

内
会
を
通
し
て
市
で
対
応
を
検
討

し
ま
す
。

各
町
内
会
か
ら
市
へ
の
提
出
期

限
は

月
７
日
晶
で
す
。

１２

相
談
例
止
舗
装
に
穴
ぼ
こ
が
あ
る
、

側
溝
に
水
が
た
ま
り
流
れ
が
悪
い
、

側
溝
の
蓋
が
割
れ
て
い
る
、
交
差

点
の
見
通
し
が
悪
い
、
通
学
路
の

安
全
を
確
保
し
て
ほ
し
い

※
個
人
の
た
め
だ
け
に
必
要
と
な

る
も
の
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

※
緊
急
性
が
あ
る
場
合
は
、
市
に

直
接
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
▼
土
木
課

（
緯〈

〉２
２
３
９
）

７１維
持
管
理
課

（
緯〈

〉２
２
７
４
）

７１

整備前整備後

来
年
度
の
土
木
事
業
の

要
望
を
受
け
付
け
ま
す

第

回
市
民
文
芸
ま
つ
り

３０
優
秀
作
品
を
決
定

通学路の整備
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す
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分（
松
掌
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）に
、
顔
写
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履
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書
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健
師
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許
証
の
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本
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健
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■問
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保
健
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ー
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１
３
３
）
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臨
時
保
健
師
の

募
集

■問諮高齢福祉課（緯〈７１〉２２６４）

き
く
ぞ
う

も
し
家
族
が
認
知
症
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ど
う
し
た
ら
い
い

ん
だ
ろ
う
。

サ
ル
ビ
ー
先
生

認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
様
々
な

支
援
の
輪
が
あ
る
か
ら
、
不
安
に
な
る

こ
と
は
な
い
ん
だ
よ
。

暫
家
族
を
支
援
す
る「
家
族
の
会
」

暫
利
用
者
の
生
活
を
支
援
す
る
デ
イ
サ

ー
ビ
ス

暫
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
地
域
の

人
等
が
参
加
す
る「
認
知
症
カ
フ
ェ
」

き
く
ぞ
う

認
知
症
カ
フ
ェ
っ
て
何
？

サ
ル
ビ
ー
先
生

認
知
症
カ
フ
ェ
は
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
地
域
の
人
が

集
う
場
。
同
じ
立
場
の
人
同
士
で
交
流

が
で
き
る
ん
だ
。
皆
で
体
操
を
し
た
り

歌
を
歌
っ
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た

り
と
、
誰
も
が
居
心
地
よ
く
過
ご
せ
る

よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

参
加
者
か
ら
は
、「
温
か
く
迎
え
て
く

れ
る
の
で
嬉

し
い
」「
出
か

け
ら
れ
る
場

所
が
あ
っ
て

楽
し
み
に
し

て
い
る
」等
、

と
て
も
好
評

な
ん
だ
。

き
く
ぞ
う

認
知
症
の
相
談
も
で
き
る
の
？

サ
ル
ビ
ー
先
生

福
祉
等
の
専
門
職
が

参
加
し
て
い
る
か
ら
、
気
に
な
る
こ
と

は
ぜ
ひ
相
談
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
は
、
こ
の
カ
フ

ェ
で
地
域
の
人
と
知
り
合
い
に
な
る
こ

と
で
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
ん
だ
よ
。

き
く
ぞ
う

認
知
症
の
人
が
道
に
迷
っ

て
し
ま
っ
て
も
、
近
所
の
人
に
発
見
し

て
も
ら
え
る
か
も
し
れ
な
い
よ
ね
！

サ
ル
ビ
ー
先
生

そ
う
。
地
域
で
の
温

か
い
見
守
り
が
期
待
で
き
る
ね
。

認
知
症
は
誰
も
が
な
る
可
能
性
が
あ
る

も
の
。
だ
か
ら
こ
そ
、
他
人
事
と
思
わ

ず
、
認
知
症
の
人
も
そ
う
で
な
い
人
も
、

助
け
合
い
な
が
ら
共
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

ああんきカフェの様あんきカフェの様子子

市内で開かれている認知症カフェ

※いずれも参加申込不要。開催場所等は問合せ
の上参加してください。参加費、お茶代等が
必要な場合があります。
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健
セ
ン
タ
ー
へ

■問
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

臨
時
保
健
師
の

募
集

■問諮高齢福祉課（緯〈７１〉２２６４）

き
く
ぞ
う

も
し
家
族
が
認
知
症
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ど
う
し
た
ら
い
い

ん
だ
ろ
う
。

サ
ル
ビ
ー
先
生

認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
様
々
な

支
援
の
輪
が
あ
る
か
ら
、
不
安
に
な
る

こ
と
は
な
い
ん
だ
よ
。

暫
家
族
を
支
援
す
る「
家
族
の
会
」

暫
利
用
者
の
生
活
を
支
援
す
る
デ
イ
サ

ー
ビ
ス

暫
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
地
域
の

人
等
が
参
加
す
る「
認
知
症
カ
フ
ェ
」

き
く
ぞ
う

認
知
症
カ
フ
ェ
っ
て
何
？

サ
ル
ビ
ー
先
生

認
知
症
カ
フ
ェ
は
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
地
域
の
人
が

集
う
場
。
同
じ
立
場
の
人
同
士
で
交
流

が
で
き
る
ん
だ
。
皆
で
体
操
を
し
た
り

歌
を
歌
っ
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た

り
と
、
誰
も
が
居
心
地
よ
く
過
ご
せ
る

よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

参
加
者
か
ら
は
、「
温
か
く
迎
え
て
く

れ
る
の
で
嬉

し
い
」「
出
か

け
ら
れ
る
場

所
が
あ
っ
て

楽
し
み
に
し

て
い
る
」等
、

と
て
も
好
評

な
ん
だ
。

き
く
ぞ
う

認
知
症
の
相
談
も
で
き
る
の
？

サ
ル
ビ
ー
先
生

福
祉
等
の
専
門
職
が

参
加
し
て
い
る
か
ら
、
気
に
な
る
こ
と

は
ぜ
ひ
相
談
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
は
、
こ
の
カ
フ

ェ
で
地
域
の
人
と
知
り
合
い
に
な
る
こ

と
で
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
ん
だ
よ
。

き
く
ぞ
う

認
知
症
の
人
が
道
に
迷
っ

て
し
ま
っ
て
も
、
近
所
の
人
に
発
見
し

て
も
ら
え
る
か
も
し
れ
な
い
よ
ね
！

サ
ル
ビ
ー
先
生

そ
う
。
地
域
で
の
温

か
い
見
守
り
が
期
待
で
き
る
ね
。

認
知
症
は
誰
も
が
な
る
可
能
性
が
あ
る

も
の
。
だ
か
ら
こ
そ
、
他
人
事
と
思
わ

ず
、
認
知
症
の
人
も
そ
う
で
な
い
人
も
、

助
け
合
い
な
が
ら
共
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

ああんきカフェの様あんきカフェの様子子

市内で開かれている認知症カフェ

※いずれも参加申込不要。開催場所等は問合せ
の上参加してください。参加費、お茶代等が
必要な場合があります。
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※
松
は
正
午
ま
で
。

●
賃
金

時
給
１
１
６
０
円

④
週
２
～
３
パ
ー
ト
保
育
士

●
勤
務
日
時

捷
～
松
午
前
８
時

分
～
午
後
４
時

３０※
松
は
正
午
ま
で
。

●
賃
金

時
給
１
１
６
０
円

⑤
延
長
パ
ー
ト
保
育
士

●
勤
務
日
時

襖
止
捷
～
晶
午
前

７
時

分
～

時

分

鴬
止
捷

１５

１０

１５

～
晶
午
後
４
時
～
７
時

鴎
止
松

正
午
～
午
後
６
時
又
は
午
後
１
時

～
７
時

黄
止
そ
の
他（
勤
務
時

間
、
日
数
応
相
談
）

●
賃
金

時
給
１
３
６
０
円

⑥
保
育
ア
シ
ス
タ
ン
ト

●
勤
務
日
時

捷
～
晶
午
前
８
時

分
～
午
後
４
時

３０●
賃
金

時
給
１
０
２
０
円

⑦
臨
時
用
務
員

●
勤
務
日
時

捷
～
晶
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時
分（
松
勤
務
有
）

３０

１５

●
賃
金

月
給

万
６
７
２
０
円

１７

⑧
５
時
間
パ
ー
ト
用
務
員

●
勤
務
日
時

捷
～
晶
午
前

時
１０

分
～
午
後
４
時

３０●
賃
金

時
給
９
３
０
円

①
～
⑧
共
通
事
項

●
職
務
内
容

①
～
⑤
止
保
育

⑥
止
保
育
園
の
環
境
整
備
、
保
育

補
助
⑦
⑧
止
給
食
、
お
や
つ
の
配

膳
、
片
付
け
、
園
舎
内
外
清
掃
管
理

●
勤
務
開
始

月（
応
相
談
）

１１

●
勤
務
場
所

市
内
公
立
保
育
園

●
選
考

面
接（
申
込
時
又
は
指

定
日
）

●
そ
の
他

通
勤
割
増
１
日

円
、

２００

就
労
時
間
内
禁
煙

①
②
③
⑥
⑦

⑧
止
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇

用
保
険
加
入

●
申
込
み

捷
～
晶
午
前
８
時
３０

分
～
午
後
５
時（
抄
を
除
く
）に
、

顔
写
真
付
履
歴
書
と
①
～
⑤
は
保

育
士
証
を
持
ち
保
育
課
へ

①
臨
時
保
育
士

●
勤
務
日
時

捷
～
晶
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時（
松
勤
務
有
）

３０●
賃
金

月
給

万
２
２
９
０
円

２２

②
６
時
間
パ
ー
ト
保
育
士

●
勤
務
日
時

捷
～
晶
午
前
７
時

分
～
午
後
１
時

分
又
は
午
後

１５

１５

１
時
～
７
時

●
賃
金

時
給
１
２
６
０
円

③
週
４
パ
ー
ト
保
育
士
、
週
３
～

４
パ
ー
ト
保
育
士

●
勤
務
日
時

捷
～
松
午
前
８
時

分
～
午
後
４
時

３０

■問
▼
保
育
課

（
緯〈

〉２
２
２
８
）

７１

高校生の皆さん、自分の将来について考えたことはありますか？
青少年の家では、高校生の皆さんが自身の将来について考え、また将来のために今何ができるのか

を学ぶことができるキャリア支援講座を開催します。社会に出るとはどういうことなのか、皆で楽し
く学びましょう！

１日目には、これからどんな社会になるのかを皆で話し合いながら考えます。これをふまえて２日
目には「今の高校生が社会に対してできること」をテーマに、社会で活躍する大学生の話を聞き、今後
の行動計画を立てます。自分のキャリアについて深く考えることができる２日間です。
日 時 １１月１０日松・１７日松午後１時３０分～４時
対 象 市内在住・在学の高校生で、両日参加できる人
場 所 青少年の家
申込み １１月３日抄まで（捷を除く）に電話か、住所・氏名・学校名・学年・電話番号をファクスか E

メールで青少年の家（緯〈７６〉３４３２／胃〈７６〉１１３１／seishounen@city．anjo．lg．jp）へ

タ
ブ
レ
ッ
ト
と
ミ
ニ
信
号
機
を

使
っ
て
、
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機

の
し
く
み
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し

て
み
よ
う
！

●
日
時

月

日
掌

１１

１８

①
午
後
１
時
～
２
時

②
午
後
２
時

分
～
３
時

分

１５

１５

③
午
後
３
時

分
～
４
時

分

３０

３０

●
場
所

文
化
セ
ン
タ
ー

●
講
師

あ
い
ち
ロ
ボ
ッ
ト
研
究

所●
対
象

市
内
在
住
の
小
学
３
年

生
以
上
２
人
１
組（
子
ど
も
同
士

２
人
、
子
ど
も
１
人
と
大
人
１
人
）

●
定
員

各

組（
定
員
を
超
え

１２

た
場
合
は
抽
選
）

●
持
ち
物

筆
記
用
具

●
そ
の
他

当
選
の
可
否
は
全
員

に
通
知
し
ま
す
。
複
数
の
時
間
帯

へ
の
申
込
み
は
不
可

●
申
込
み

月

日
捷
～

日

１０

１５

３１

昌
に
市
H
P
又
は
左
の
Q
R
コ
ー

ド
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

■問
▼
文
化
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
５
１
５
）

７６

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で

押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
を

つ
く
ろ
う
！

保
育
園
臨
時
職
員
の
募
集
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青
少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、

N
P
O
法
人
育
て
上
げ
ネ
ッ
ト
中

部
虹
の
会
の
協
力
の
も
と
、
悩
み

を
抱
え
る
若
者
の
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

不
登
校
・
家
に
引
き
こ
も
っ
て

い
る
・
将
来
が
不
安
だ
・
精
神
的

に
不
安
定
で
あ
る
・
ど
こ
に
も
居

場
所
が
な
い
よ
う
に
感
じ
る
等
の

悩
み
を
聴
き
、
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ぜ
ひ
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い

（
要
電
話
予
約
）。

※
個
人
情
報
を
目
的
以
外
に
利
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
日
時

毎
週
昌
午
後
１
時
～
４

時（
相
談
時
間
は
１
人
に
つ
き
１

時
間
程
度
）

●
場
所

青
少
年
の
家

●
対
象

市
内
在
住
・
在
学
で
、

義
務
教
育
を
修
了
し
た

歳
～
概

１５

ね

歳
の
人
、
そ
の
保
護
者

４０
●
申
込
み

午
前
８
時

分
～
午

３０

後
５
時

分（
休
館
日
を
除
く
）に

１５

電
話
で
青
少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー
へ

■問
▼
青
少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー

（
青
少
年
の
家
内
／

緯〈

〉３
４
３
２
）

７６

市
内
中
学
校
か
ら
１
３
３
８
点
、

高
等
学
校
及
び
高
等
専
修
学
校
か

ら

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

１２７
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す（
敬

称
略
）。ま
た
、
入
賞
作
品
は
下
表

の
と
お
り
展
示
し
ま
す
。

■
中
学
校
の
部

●
特
選

内
藤
菜
乃（
安
城
南
中
）、

な

の

田
原
満
朋

ま

ほ（
安
城
北
中
）、早
川
千ち

笑（
明
祥
中
）

え
み●

入
選

堀
之
内
瑠
那（
安
城
南

中
）、廣
村
結
愛（
同
）、松
原
雅
怜

ゆ

め

み
れ
い

（
同
）、浅
野
浩
基（
安
城
北
中
）、米

ひ
ろ
き

津
妃
菜（
同
）、深
津
衣
里（
明
祥

ひ

な

え

り

中
）、神
谷
明
日
香（
同
）、柘
植
八や

重
華（
安
城
西
中
）、代
田
梨
桜

え

か

し
ろ

た

り

お

（
同
）、神
谷
里
咲（
同
）、石
川
葵
惟

り
さ
き

あ
お
い

（
桜
井
中
）、中
村
由
芽（
同
）、國
江

ゆ

め

佑
季（
同
）、長
谷
川
優
奈（
安
祥

ゆ

き

ゆ
う
な

中
）、土
屋
友
伽（
同
）

と
も
か

●
佳
作

熊
田
智
華（
安
城
南
中
）、

と
も
か

石
井
陽
大（
同
）、山
下
蒼
依（
同
）、

ひ
な
た

あ
お
い

酒
井
麻
有（
安
城
北
中
）、早
川
幸ゆ

き

那（
明
祥
中
）、杉
浦
梨
心（
同
）、兵

な

り

こ

藤
侑
己（
同
）、深
津

ゆ
う
き

京き
ょ
う

可（
同
）、

か

■問
▼
行
政
課

（
緯〈

〉２
２
０
８
）

７１

加
藤
春
佳（
安
城
西
中
）、中
嶋
亜

美（
同
）、野
村
栞
里（
桜
井
中
）、浜

し
お
り

田
真
愛（
同
）、鈴
木
千
渡
星（
同
）、

ま

な

ち

と

せ

池
田
花
音（
同
）、御
厨
ひ
な
た

か

の
ん

み
く
り
や

（
同
）、稲
垣
宏
子（
東
山
中
）、畔
栁

茉
由（
同
）、加
藤
芽
生（
同
）

ま

ゆ

め

い

■
高
等
学
校
の
部

●
特
選

納
家
順（
安
城
南
高
）

な

や

●
入
選

鈴
木
愛
佳（
安
城
生
活

福
祉
高
等
専
修
学

校
）、ア
ル
バ
ハ
ナ

ユ
リ
コ（
同
）、江
場

歩
夏（
同
）、上
川
畑
美
雅（
同
）、後

あ
ゆ
な

か
み
か
わ
ば
た
み
や
び

藤
愛
美（
同
）

ま
な
み

●
佳
作

加
藤
未
夢（
安
城
生
活

み

ゆ

福
祉
高
等
専
修
学
校
）、鈴
木
瑠
奈

（
同
）、今
村
奈
々
美（
同
）、戸
田

真
海（
同
）、髙
田
亜
美（
同
）、近
藤

ま
り
ん

つ
ぐ
み

志
帆（
同
）

会場日程（休館日を除く）展示作品
文化センター１２月８日松～１３日昭全入賞作品
北部公民館１１月３日抄～８日昭

安城北中・東山中
入賞作品 中部公民館※１１月１０日松～１５日昭

東部公民館１１月２４日松～２９日昭

二本木公民館※１１月３日抄～８日昭

安城西中・明祥中入賞作品 西部公民館１１月１０日松～１５日昭

作野公民館１１月２４日松～２９日昭

明祥公民館※１２月１日松～６日昭

安祥公民館１１月３日抄～８日昭
安城南中・桜井中・安祥中
入賞作品 昭林公民館１１月１０日松～１５日昭

桜井公民館※１１月２４日松～２９日昭

【展示日程】

※中部・二本木・明祥・桜井公民館では高等学校の入賞作品も展示。
※篠目中学校は今回入賞作品の該当がありませんでした。

田田原原さんの作さんの作品品内藤さんの作内藤さんの作品品

早早川川さんの作さんの作品品 納納家家さんの作さんの作品品

【特選作品】

悩
み
を
抱
え
る
若
者
を

支
援
し
ま
す

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品
を
決
定
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※
松
は
正
午
ま
で
。

●
賃
金

時
給
１
１
６
０
円

④
週
２
～
３
パ
ー
ト
保
育
士

●
勤
務
日
時

捷
～
松
午
前
８
時

分
～
午
後
４
時

３０※
松
は
正
午
ま
で
。

●
賃
金

時
給
１
１
６
０
円

⑤
延
長
パ
ー
ト
保
育
士

●
勤
務
日
時

襖
止
捷
～
晶
午
前

７
時

分
～

時

分

鴬
止
捷

１５

１０

１５

～
晶
午
後
４
時
～
７
時

鴎
止
松

正
午
～
午
後
６
時
又
は
午
後
１
時

～
７
時

黄
止
そ
の
他（
勤
務
時

間
、
日
数
応
相
談
）

●
賃
金

時
給
１
３
６
０
円

⑥
保
育
ア
シ
ス
タ
ン
ト

●
勤
務
日
時

捷
～
晶
午
前
８
時

分
～
午
後
４
時

３０●
賃
金

時
給
１
０
２
０
円

⑦
臨
時
用
務
員

●
勤
務
日
時

捷
～
晶
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時
分（
松
勤
務
有
）

３０

１５

●
賃
金

月
給

万
６
７
２
０
円

１７

⑧
５
時
間
パ
ー
ト
用
務
員

●
勤
務
日
時

捷
～
晶
午
前

時
１０

分
～
午
後
４
時

３０●
賃
金

時
給
９
３
０
円

①
～
⑧
共
通
事
項

●
職
務
内
容

①
～
⑤
止
保
育

⑥
止
保
育
園
の
環
境
整
備
、
保
育

補
助
⑦
⑧
止
給
食
、
お
や
つ
の
配

膳
、
片
付
け
、
園
舎
内
外
清
掃
管
理

●
勤
務
開
始

月（
応
相
談
）

１１

●
勤
務
場
所

市
内
公
立
保
育
園

●
選
考

面
接（
申
込
時
又
は
指

定
日
）

●
そ
の
他

通
勤
割
増
１
日

円
、

２００

就
労
時
間
内
禁
煙

①
②
③
⑥
⑦

⑧
止
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇

用
保
険
加
入

●
申
込
み

捷
～
晶
午
前
８
時
３０

分
～
午
後
５
時（
抄
を
除
く
）に
、

顔
写
真
付
履
歴
書
と
①
～
⑤
は
保

育
士
証
を
持
ち
保
育
課
へ

①
臨
時
保
育
士

●
勤
務
日
時

捷
～
晶
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時（
松
勤
務
有
）

３０●
賃
金

月
給

万
２
２
９
０
円

２２

②
６
時
間
パ
ー
ト
保
育
士

●
勤
務
日
時

捷
～
晶
午
前
７
時

分
～
午
後
１
時

分
又
は
午
後

１５

１５

１
時
～
７
時

●
賃
金

時
給
１
２
６
０
円

③
週
４
パ
ー
ト
保
育
士
、
週
３
～

４
パ
ー
ト
保
育
士

●
勤
務
日
時

捷
～
松
午
前
８
時

分
～
午
後
４
時

３０

■問
▼
保
育
課

（
緯〈

〉２
２
２
８
）

７１

高校生の皆さん、自分の将来について考えたことはありますか？
青少年の家では、高校生の皆さんが自身の将来について考え、また将来のために今何ができるのか

を学ぶことができるキャリア支援講座を開催します。社会に出るとはどういうことなのか、皆で楽し
く学びましょう！

１日目には、これからどんな社会になるのかを皆で話し合いながら考えます。これをふまえて２日
目には「今の高校生が社会に対してできること」をテーマに、社会で活躍する大学生の話を聞き、今後
の行動計画を立てます。自分のキャリアについて深く考えることができる２日間です。
日 時 １１月１０日松・１７日松午後１時３０分～４時
対 象 市内在住・在学の高校生で、両日参加できる人
場 所 青少年の家
申込み １１月３日抄まで（捷を除く）に電話か、住所・氏名・学校名・学年・電話番号をファクスか E

メールで青少年の家（緯〈７６〉３４３２／胃〈７６〉１１３１／seishounen@city．anjo．lg．jp）へ

タ
ブ
レ
ッ
ト
と
ミ
ニ
信
号
機
を

使
っ
て
、
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機

の
し
く
み
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し

て
み
よ
う
！

●
日
時

月

日
掌

１１

１８

①
午
後
１
時
～
２
時

②
午
後
２
時

分
～
３
時

分

１５

１５

③
午
後
３
時

分
～
４
時

分

３０

３０

●
場
所

文
化
セ
ン
タ
ー

●
講
師

あ
い
ち
ロ
ボ
ッ
ト
研
究

所●
対
象

市
内
在
住
の
小
学
３
年

生
以
上
２
人
１
組（
子
ど
も
同
士

２
人
、
子
ど
も
１
人
と
大
人
１
人
）

●
定
員

各

組（
定
員
を
超
え

１２

た
場
合
は
抽
選
）

●
持
ち
物

筆
記
用
具

●
そ
の
他

当
選
の
可
否
は
全
員

に
通
知
し
ま
す
。
複
数
の
時
間
帯

へ
の
申
込
み
は
不
可

●
申
込
み

月

日
捷
～

日

１０

１５

３１

昌
に
市
H
P
又
は
左
の
Q
R
コ
ー

ド
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

■問
▼
文
化
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
５
１
５
）

７６

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で

押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
を

つ
く
ろ
う
！

保
育
園
臨
時
職
員
の
募
集

広報あんじょう 2018.10.15峨

青
少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、

N
P
O
法
人
育
て
上
げ
ネ
ッ
ト
中

部
虹
の
会
の
協
力
の
も
と
、
悩
み

を
抱
え
る
若
者
の
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

不
登
校
・
家
に
引
き
こ
も
っ
て

い
る
・
将
来
が
不
安
だ
・
精
神
的

に
不
安
定
で
あ
る
・
ど
こ
に
も
居

場
所
が
な
い
よ
う
に
感
じ
る
等
の

悩
み
を
聴
き
、
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ぜ
ひ
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い

（
要
電
話
予
約
）。

※
個
人
情
報
を
目
的
以
外
に
利
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
日
時

毎
週
昌
午
後
１
時
～
４

時（
相
談
時
間
は
１
人
に
つ
き
１

時
間
程
度
）

●
場
所

青
少
年
の
家

●
対
象

市
内
在
住
・
在
学
で
、

義
務
教
育
を
修
了
し
た

歳
～
概

１５

ね

歳
の
人
、
そ
の
保
護
者

４０
●
申
込
み

午
前
８
時

分
～
午

３０

後
５
時

分（
休
館
日
を
除
く
）に

１５

電
話
で
青
少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー
へ

■問
▼
青
少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー

（
青
少
年
の
家
内
／

緯〈

〉３
４
３
２
）

７６

市
内
中
学
校
か
ら
１
３
３
８
点
、

高
等
学
校
及
び
高
等
専
修
学
校
か

ら

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

１２７
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す（
敬

称
略
）。ま
た
、
入
賞
作
品
は
下
表

の
と
お
り
展
示
し
ま
す
。

■
中
学
校
の
部

●
特
選

内
藤
菜
乃（
安
城
南
中
）、

な

の

田
原
満
朋

ま

ほ（
安
城
北
中
）、早
川
千ち

笑（
明
祥
中
）

え
み●

入
選

堀
之
内
瑠
那（
安
城
南

中
）、廣
村
結
愛（
同
）、松
原
雅
怜

ゆ

め

み
れ
い

（
同
）、浅
野
浩
基（
安
城
北
中
）、米

ひ
ろ
き

津
妃
菜（
同
）、深
津
衣
里（
明
祥

ひ

な

え

り

中
）、神
谷
明
日
香（
同
）、柘
植
八や

重
華（
安
城
西
中
）、代
田
梨
桜

え

か

し
ろ

た

り

お

（
同
）、神
谷
里
咲（
同
）、石
川
葵
惟

り
さ
き

あ
お
い

（
桜
井
中
）、中
村
由
芽（
同
）、國
江

ゆ

め

佑
季（
同
）、長
谷
川
優
奈（
安
祥

ゆ

き

ゆ
う
な

中
）、土
屋
友
伽（
同
）

と
も
か

●
佳
作

熊
田
智
華（
安
城
南
中
）、

と
も
か

石
井
陽
大（
同
）、山
下
蒼
依（
同
）、

ひ
な
た

あ
お
い

酒
井
麻
有（
安
城
北
中
）、早
川
幸ゆ

き

那（
明
祥
中
）、杉
浦
梨
心（
同
）、兵

な

り

こ

藤
侑
己（
同
）、深
津

ゆ
う
き

京き
ょ
う

可（
同
）、

か

■問
▼
行
政
課

（
緯〈

〉２
２
０
８
）

７１

加
藤
春
佳（
安
城
西
中
）、中
嶋
亜

美（
同
）、野
村
栞
里（
桜
井
中
）、浜

し
お
り

田
真
愛（
同
）、鈴
木
千
渡
星（
同
）、

ま

な

ち

と

せ

池
田
花
音（
同
）、御
厨
ひ
な
た

か

の
ん

み
く
り
や

（
同
）、稲
垣
宏
子（
東
山
中
）、畔
栁

茉
由（
同
）、加
藤
芽
生（
同
）

ま

ゆ

め

い

■
高
等
学
校
の
部

●
特
選

納
家
順（
安
城
南
高
）

な

や

●
入
選

鈴
木
愛
佳（
安
城
生
活

福
祉
高
等
専
修
学

校
）、ア
ル
バ
ハ
ナ

ユ
リ
コ（
同
）、江
場

歩
夏（
同
）、上
川
畑
美
雅（
同
）、後

あ
ゆ
な

か
み
か
わ
ば
た
み
や
び

藤
愛
美（
同
）

ま
な
み

●
佳
作

加
藤
未
夢（
安
城
生
活

み

ゆ

福
祉
高
等
専
修
学
校
）、鈴
木
瑠
奈

（
同
）、今
村
奈
々
美（
同
）、戸
田

真
海（
同
）、髙
田
亜
美（
同
）、近
藤

ま
り
ん

つ
ぐ
み

志
帆（
同
）

会場日程（休館日を除く）展示作品
文化センター１２月８日松～１３日昭全入賞作品
北部公民館１１月３日抄～８日昭

安城北中・東山中
入賞作品 中部公民館※１１月１０日松～１５日昭

東部公民館１１月２４日松～２９日昭

二本木公民館※１１月３日抄～８日昭

安城西中・明祥中入賞作品 西部公民館１１月１０日松～１５日昭

作野公民館１１月２４日松～２９日昭

明祥公民館※１２月１日松～６日昭

安祥公民館１１月３日抄～８日昭
安城南中・桜井中・安祥中
入賞作品 昭林公民館１１月１０日松～１５日昭

桜井公民館※１１月２４日松～２９日昭

【展示日程】

※中部・二本木・明祥・桜井公民館では高等学校の入賞作品も展示。
※篠目中学校は今回入賞作品の該当がありませんでした。

田田原原さんの作さんの作品品内藤さんの作内藤さんの作品品

早早川川さんの作さんの作品品 納納家家さんの作さんの作品品

【特選作品】

悩
み
を
抱
え
る
若
者
を

支
援
し
ま
す

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品
を
決
定
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